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(Lofus japonicus) 由来の変異体を用いて一つの遺伝子の機能が解明された。本論文は緒論(第 1 章)、本文 (2 、
3 、 4 章)、総括 (5 章)より構成されている。
緒論で、はマメ科植物と根粒菌の共生の仕組みゃ、現在までに同定されている根粒形成変異体について触れるととも
に、マメ科のモデ、ル植物としてミヤコグサを用いて研究を行うことの意義を述べた。




第 3 章では crk 変異体における受精率の低下の原因を解明した。 crk 変異体のさやに含まれる種子の数は少なく、




第 4章ではひkのポジショナルクローニングに必須となる Crkの遺伝子座のマツヒ。ングを行った。利用可能な PCR
マーカーと F2 個体を用いることで、。k の遺伝子座はミヤコグサの第 5 連鎖群上にマッピングされた。 TAC/BAC
ゲノムクローンや AFLP (amplified fragment length polymorphism) により新しし、マーカーを作成し、それらを用



















(3)Crk のポジショナルクローニングに必須となる Crk の遺伝子座のマッヒ。ングについて述べている。利用可能な
PCR マーカーと F2 個体を用いることで、。k の遺伝子座はミヤコグサの第 5 連鎖群上にマッピングしている。
TAC/BAC ゲノムクローンや AFLP (amplified fragment length polymorphism) により新しし、マーカーを作成し、
それらを用いることでひk遺伝子は TM1336 と TM1495 マーカーの聞の約 0.9cM ("-'450 kb) に存在することを突
き止めている。
。k遺伝子を固定することの意義や共生機構の解明が非マメ科植物に窒素固定能を付与する可能性などについて述
べている。
以上のように、本論文は窒素固定共生に関与する重要な遺伝子の機能を解明し、この遺伝子が植物の雄性配偶体の
発育及び機能の不全に起因することなど、いくつかの重要な新しい知見を得ている。これは生物資源工学および共生
情報工学の発展に少なからず寄与するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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